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検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

「区内の経済状況や区民需要の変化
に応じた柔軟な区政運営ができてい
る」と思う区民の割合【％】

・区政運営における人的・物的な効率性の
向上度合い

内部統制における運用上の不備あり
とされたリスクの割合【％】

業務レベルのリスク対応策を整備
するリスクの総数【件】

職員個々の能力や強み、発想
力、主体性を最大限に引き出
すとともに、組織の垣根を超え
た多様な主体との連携により、
限られた行政資源を最大限有
効に活用した、柔軟かつ最適
な行政経営システムを構築し、
区民一人ひとりの満足感（ウェ
ルビーイング）を高める、持続
可能な組織運営を実現します。

（１）

○積極的に現場に出て、区民の声を真摯に受け止め、
信頼関係を築くとともに、鋭敏な経営感覚と先見性を政
策立案に遺憾なく発揮し、卓越したコミュニケーション力
により多様なステークホルダーと連携しながら、困難な
課題を解決できる職員を育成します。
○ 職員が自らのアイデアや意欲と責任によって、区民の
暮らしを支え、その声を反映した事業の実現を通じて、
職員の成長を促すとともに仕事への誇りとやりがいを高
めます。また、 幹部職員等の適切なマネジメントやライフ
スタイルに沿った柔軟な働き方など安心して働き続ける
ことのできる環境を実現し、職員の心と身体の健康を維
持・向上させ、組織全体の生産性を高めます。

「仕事を通じて、自分の成長を感じて
いる」と答えた職員の割合【％】

キャリアデザイン研修の実施回数
【回】

職場の風通しが良く、職員のキャリアを応援
しようとする組織風土の醸成

ストレスチェックの回収数に占める
「高ストレス者」とされた職員の比率
【％】

ストレスチェック受検率【％】

（２）

○社会経済状況の変化や多様な区民ニーズを機敏に捉
え、部局横断的な庁内プロジェクトや地域団体、大学、民
間企業など多様な主体との連携により、組織や地域との
「つながり」を活かした柔軟性のある総合的な組織力で、
変化する地域課題の解決にスピード感を持って取り組み
ます。
○全庁体制による危機事象への対応、事務執行に潜む
リスクの可視化と事前予防策を的確に整備・運用する内
部統制の推進により、組織のリスクマネジメントやコンプ
ライアンス体制を更に強化し、区民から信頼される公正・
公平な区政運営を実現します。

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 １ 地域課題を考え抜き、成長し続ける職員と組織

部課名 政策経営部行政経営課、総務部人事課、総務部コンプライアンス担当課
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

活動指標 ④ 内部統制に関する庁内周知、研修等の取組の実施回数 全庁的に内部統制に対する意識が高まることで、より効果が出ることが期待されるため 課作成資料

内部統制評価結果報告書において、全体のリスクのうち運用上の不備あり
とされたリスクの割合

内部統制の取り組みにより結果的にリスク発生が減少していることを示す指標のため 内部統制評価結果報告書

活動指標 ④ ストレスチェック（任意）を受けた職員の合計 ストレスチェックは労働安全衛生法に基づく調査であり、信頼性の高い調査であるため 法定調査

活動指標 ③

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 区民意識調査の「区内の経済状況や区民需要の変化に応じた柔軟な区政運営ができていると
思いますか」の設問に対し「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合 区民の意識を直接的に反映した結果であるため

法定調査

活動指標 ③ キャリアデザイン研修の実施回数
キャリアについて学ぶ研修を実施することで、自身が伸ばしたいと感じる能力や目標等が明確
になり、仕事へのチャレンジ意欲や成長実感が感じられるようになることが期待されるため

課作成資料

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
人材育成に関する職員意識調査の「仕事を通じて、自分の成長を感じてい
ますか」の設問に対し「大いに感じている」「感じている」と回答した割合

持続可能な組織運営を実現するには、一人ひとりの職員が仕事を通じて自らの成長を実感でき
ることが重要であるため

所管課データ

成果指標 ②
ストレスチェック（任意）を受けた職員のうち、高ストレスが認められるため、
医師等に相談した方がいいとされた職員の比率

職員一人ひとりの心と身体の健康を向上していくためには、自らのストレスの気づきを促し、メン
タルヘルス不調になることを未然に防いでいく必要があるため

区民意識調査報告書

成果指標 ②

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

- 330 330 330 330 330活動指標 ④
業務レベルのリスク対応策を整備するリ
スクの総数【件】

件 - 新規

活動指標 ③

- 20.0 15.0

53.0 54.0 継続

成果指標 ②
内部統制における運用上の不備ありとされたリス
クの割合 ％ - 新規15.0 10.0 10.0

活動指標 ④ ストレスチェック受検率 ％ 83.3 83.5

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
「区内の経済状況や区民需要の変化に応じた柔
軟な区政運営ができている」と思う区民の割合 ％ 48.0 49.0 50.0 51.0

83.7 83.9 84.1 84.3 84.5 新規

52.0

新規成果指標 ②
ストレスチェックの回収数に占める「高
ストレス者」とされた職員の比率

％ 12.5 12.0

5 5 新規5 5 5 5

11.5 11.0 10.5 10.0 9.5

57.0 61.0 65.0 70.0 新規

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
「仕事を通じて、自分の成長を感じてい
る」と答えた職員の割合

％ 47.9 50.0 53.0

指標名
単
位

活動指標 ③ キャリアデザイン研修の実施回数 回 5

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新基本計画期間（2025-2029）
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検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

① ③

② ④

特別区民税収納率（％）
コンビニ、口座振替及びキャッ
シュレス納税率（％）

〇行財政改革による経営資源
の最適化により、区民ニーズを
的確に捉えた事業を、最少の
経費で効果的に展開します。
○区民ニーズの変化や急激な
景気悪化にも耐えられる強固
で健全な財政基盤を確立し、持
続します。

（１）

効果的・効率的な行政サービスの提供
○様々な機会を通じて区民の声を聴き、必要性・
有効性・効率性など区民視点から施策のあり方を
考え抜き、区民ニーズに即した施策へと再構築（リ
ビルド）を繰り返すことを基本としつつ、デジタルを
活用した事務改善、より効率的な手法への転換、
事業の統合・集約などにより行政サービスの最適
化を追求し、効果的・効率的な区政運営を実現し
ます。
○削減ありきではなく、業務の量や困難性を十分
に考慮したうえで、定員を適正化するとともに、会
計年度任用職員や民間活力との連携等を含めた
効果的・効率的な職員配置を進めます。

「区内の経済状況や区民需要の変化
に応じた柔軟な区政運営ができてい
る」と思う区民の割合【％】

見直し・改善判定のうち、必要な対策
を講じた割合

行政評価実施事業数（施策+事務事
業）【件】

（３）

歳入確保の取組み
○DXの推進、法律の専門家と連携した収納対
策、外国人住民への制度周知など、収納対策を強
化し、各種債権の収納率を向上するとともに、国
や都補助金の活用、ふるさと納税の充実、特定事
業への寄附の推進など、資金調達を強化し、歳入
確保を積極的に進めます。
○不合理な税制改正や都区財政調整協議など是
正すべき点については、国や東京都に対し主張し
続けるとともに、こうした課題を区民と共有し、問題
意識を高めます。

（２）

計画的・安定的な財政運営
○直面する課題に対応しつつ、老朽化施設の更
新や市街地再開発事業などを確実に進めるた
め、必要な基金を着実に確保するとともに、長期
金利等の状況を見極めながら特別区債を有効に
活用するなど、中長期的視点に立った計画的な財
政運営を実現します。
○経常収支比率などの財政指標により健全性を
常時チェックするばかりでなく、適切な執行管理や
一定規模の財調基金残高を確保するなど、危機
に備える安定的な財政基盤を構築します。

経常収支比率（％）

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 2 持続発展するまちづくりを実現する行財政運営

部課名 政策経営部　財政課　／行政経営課　／総務部人事課　／区民部　収納推進担当課長
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

活動指標 ④

活動指標 ④

活動指標 ③
コンビニ、口座振替及びキャッシュレス納税件数／特別区民税普通徴収全
体の納税件数×100

納税者の利便性と収納率の向上につながる指標であるため 所管課データ

取
組
方
針
（

３
）

成果指標 ① 特別区民税収入額／特別区民税調定額×100 二大財源の一つである区民税の収入状況を示す指標

活動指標 ③ 施策評価と事務事業評価表の実施件数 施策及び事業における進捗状況・評価内容を表しているため 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
区民意識調査の「区内の経済状況や区民需要の変化に応じた柔軟
な区政運営ができていると思いますか」の設問に対し「そう思う」「どち
らかといえばそう思う」と回答した割合

区民の意識を直接的に反映した結果であるため 区民意識調査報告書

成果指標 ② 見直し・改善判定のうち、必要な対策を講じた割合 見直しや改善を要する事業等について、実際に対策を講じた結果を表しているため。

所管課データ

成果指標 ②

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

84.0 84.5 85.0 継続

活動指標 ④

活動指標 ③
コンビニ、口座振替及びキャッシュレス
納税率

％ 82.0 82.5 83.0 83.5

98.10 98.15 継続

成果指標 ②

活動指標 ④ 行政評価実施事業数（施策+事務事業） 件 109 103

取
組
方
針
（

３
）

成果指標 ① 特別区民税収納率 ％ 97.87 97.90 97.95 98.00

120 120 120 120 120 継続

98.05

新規成果指標 ②
見直し・改善判定のうち、必要な対策を
講じた割合

割
合

51.0 52.0 53.0 54.0 継続

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
「区内の経済状況や区民需要の変化に
応じた柔軟な区政運営ができている」と
思う区民の割合

％ 48.0 49.0 50.0

指標名
単
位

活動指標 ③

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新基本計画期間（2025-2029）

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 経常収支比率 ％ 70～80 70～80 70～80 70～80

活動指標 ③

70～80 70～80 70～80 継続

成果指標 ②

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 経常的経費充当一般財源／経常一般財源歳入×100 財政構造の弾力性を表す指標。適正水準は70～80％とされている 所管課データ

成果指標 ②

活動指標 ③

活動指標 ④

実績値は調査中、目標値は実績値を踏まえて検討
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検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

① ③

② ④

橋梁の長寿命化進捗率 橋梁の長寿命化工事件数

イケ・サンパークの利用者満足割合

図書館の利用者満足割合

○必要な区民サービスを持続
的に提供するため、公共施設
等の安全性や快適性を保ちつ
つ、中長期的な視点からの再
構築と効率的な管理運営を進
めます。

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 3 将来を見据えた公共施設等のマネジメント

部課名 政策経営部施設計画担当課長

（１）

○必要な区民サービスを持続的に提供するため、
健全な財政に裏付けられた区施設の改築改修計
画を策定し、着実に建物を更新（改築・スケルトン
改修）するとともに、道路や橋梁などのインフラに
ついても、長寿命化計画等に基づき改修等を進め
ます。
○区施設の計画策定時や改築・新設する際には、
既存施設の利用状況や利便性をはじめ、地域全
体の効用の最大化を目的とした他施設との複合
化や集約化、未利用地の転用、国や東京都など
の有する資産の活用などによる施設の再構築を
検証するとともに、将来の行政需要の変化を見据
えながら、延床面積の適切な管理に努めます。

区が保有及び管理する施設の延床
面積

解体等により減少、建設等により増
加した施設の延床面積 未利用地の転用や資産活用、施設の再構

築により、複合化や集約化した施設や施設
配置に伴う利用者の利便性や満足度

児童数の増加などの社会状況による新たな
行政需要への対応

（３）

○公園のエリアマネジメントにおける地域住民な
どの主導による管理、民間活用による公民が連携
した管理などにより、多様な主体との協働による
施設等の効果的・効率的な管理・運営に努めま
す。

（２）

○定期的な点検や躯体の健全度調査などの結果
に基づき、設備やインフラの適切な改修や補修に
よる予防保全に努めながら、安全性や快適性を確
保します。
○公共施設等の更新や改修時には、ユニバーサ
ルデザイン化の推進、防災機能の向上、遮熱性舗
装や緑化推進などのヒートアイランド対策、区有施
設のZEB化（建物で消費する年間の一次エネル
ギー収支をゼロにすることを目指した建物）などの
取り組みにより、環境負荷の低減を進めるととも
に、省エネルギーや高効率の設備を活用すること
で、ランニングコストの抑制を目指します。

学校改築の進捗率 学校改築工事件数

施設更新時の環境配慮や省エネルギー設
備の導入などに関するガイドラインの策定

みどりの条例などによる、施設更新等に伴
う緑化の推進
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

成果指標 ②
指定管理を導入している施設にかかる利用者アンケートの総合評価におい
て、「満足」「ほぼ満足」と回答している割合

多様な主体による管理運営による効果を図る指標であるため 所管課データ

活動指標 ③ 区立小中学校の改築工事件数 成果指標②の活動量を示す指標であるため 所管課データ

活動指標 ④

成果指標 ②

活動指標 ④ 橋梁の長寿命化計画対象施設にかかる長寿命化工事件数 成果指標②の活動量を示す指標であるため 所管課データ

建物の更新状況を示す指標であるため 所管課データ

所管課データ

活動指標 ③
区が保有及び管理する施設のうち、前年度に解体等により減少、建設等に
より増加した施設の延床面積

施設の延床面積の増減要因を示す指標であるため 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ① 区が保有及び管理する施設の延床面積 改築・改修費や維持管理費の増減に関わる基本的な指標であるため 所管課データ

成果指標 ② 橋梁の長寿命化計画に定める対象施設の長寿命化進捗率 橋梁が中長期的に安全に維持されていくことを示す指標であるため

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

成果指標 ② 図書館の利用者満足割合 ％ 86.7 87.0 87.3 88.4 88.7 89.0 89.3 新規

1 1 0

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 学校改築の進捗率 件 33.3 33.3 33.3 33.3 35.7 35.7 35.7 新規

成果指標 ②

継続成果指標 ② 橋梁の長寿命化進捗率 ％ 33.3 33.3

新規
-0.60
＋0.91

-0.89
+0.31

66.6 66.6 66.6 66.6 66.6

継続

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
区が保有及び管理する施設の延床面
積

万
㎡

45.13 45.44 44.86

指標名
単
位

活動指標 ③
解体等により減少、建設等により増加し
た施設の延床面積

万
㎡

-0.88
+1.66

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

活動指標 ④ 橋梁の長寿命化工事件数 件 1 2 2 1 1 1 1 新規

新基本計画期間（2025-2029）

0 新規

活動指標 ④

活動指標 ③ 学校改築工事件数 件 0 1 1

取
組
方
針

（

３
）

成果指標 ①
指定管理を導入している施設にかかる利用者アンケートの総合評価におい
て、「満足」「ほぼ満足」と回答している割合

多様な主体による管理運営による効果を図る指標であるため 所管課データ取
組
方
針

（

３
）

成果指標 ① イケ・サンパークの利用者満足割合 ％ 93.7 94.0 94.3 94.6 94.8 95.1 95.4 新規

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 改築済の区立小中学校/区立小中学校数

検討中

検討中

23



検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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分野ごとの取組のイメージ

環境文化

産業・観光

防災・治安

教育健康

窓口DX

子育て

福祉

あらゆる分野においてデジタル技術を積極的に活用することで、区民サービスの
質を飛躍的に高めるとともに、日々の暮らしに新たな価値を創出することで、区民
一人ひとりのWell-beingを向上させます。

都市再生

コミュニティ

イメージイラストイメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラストイメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラスト

イメージイラスト

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

オープンデータ

イメージイラスト

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など

● ーーーーーーーーーーーーー
● ーーーーーーーーーーーーー など
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 ４ デジタル技術を活用した効率的かつ質の高い行政サービス

部課名 政策経営部　情報管理課

職員アンケート結果（デジタル化の浸
透度）

DX関連研修の受講者数

デジタル技術を活用し、庁内業
務を再構築することにより、質
の高い区民サービスを効率的
かつ持続的に提供していきま
す。

（１）

〇区民のライフスタイルの多様化に応じ、あらゆる
世代の区民がデジタル技術の恩恵を享受できるよ
う、デジタルデバイドの課題に的確に対応しつつ、
デジタル技術活用に際して、すべての分野におい
て区民ファーストの視点で区政を見直します。
○行政手続きのデジタル化を積極的に進めること
により、時間や場所を選ばない「来庁不要」や「書
かない窓口」などサービスの向上を強力に推進し
ます。
〇デジタル化に合わせて業務の手順や進め方を
徹底的に見直し、区民目線で手続き等をより分か
りやすくシンプルに改善するとともに、事務の効率
化や再構築を積極的に進めます。

オンラインにて対応可能な行政手続
きの割合

コンビニ交付発行件数

（２）

○個人情報保護に留意しつつ、業務効率化に資
するクラウドサービス等を積極的に活用していくた
め、庁内のネットワーク環境の見直しを進めます。
〇デジタル人材の確保が難しい中でも各職場での
取組みが自走できるよう、ＤＸにおける職員の行動
規範を定めるほか、研修・研究の機会を充実させ
ることにより、職員一人ひとりが「ＤＸの実践者」と
なるよう職員の意識を改革します。
〇各部局でのDXの取組みを支援するため、デジ
タル技術に精通した専門職を積極的 に活用する
ほか、全庁的な取組みをコーディネートするため
の体制を構築します。
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】 新基本計画期間（2025-2029）

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新規

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
オンラインにて対応可能な行政手続き
の割合

％

指標名
単
位

活動指標 ③ コンビニ交付発行件数 件 126,128

成果指標 ②

継続

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
職員アンケート結果（デジタル化の浸透
度）

％ 新規

成果指標 ②

170.0 210.0 250.0 新規

活動指標 ④

活動指標 ③ DX関連研修の受講者数 人 55.0 75.0 100.0 130.0

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ① 職員アンケート結果（デジタル化の浸透度） 職員の意識変革の度合いを測るうえで最も適当な指標であるため。

活動指標 ③ コンビニ交付発行件数
来庁不要な手続きのニーズにどの程度応えられているのかを把握するうえで適当な指標である
ため。

所管課調査

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ① オンラインにて対応可能な行政手続きの割合 「来庁不要区役所」の実現度を把握するうえで最も適当な指標であるため。 庁内調査

成果指標 ②

庁内でのアンケート調査

成果指標 ②

活動指標 ④

活動指標 ③ DX関連研修の受講者数 職員のITリテラシーを向上させるうえで最も効果的な取組みが研修受講であるため。 所管課調査

活動指標 ④

③の目標値は検討。

①の実績値は調査中・目標値は実績値を踏まえ検討。

①の実績値は調査中・目標値は実績値を踏まえ検討。
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検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

「区政情報が伝わっている」と思う区
民の割合【％】

1か月あたりの豊島区ホームページ
訪問数【件】

〇区民参画を更に促進すると
ともに、区民から寄せられた意
見を区政に反映させる取組を
進める

○誰もが必要な情報を容易に
受け取れるよう、相手の立場に
立った情報発信に取り組む

（１）

〇様々な機会や仕組みを通じて傾聴するととも
に、寄せられた意見や要望を精査・分析し、区政
運営の改善に活かせるよう広聴機能を充実しま
す。
〇区民の多様性や参加しやすい環境づくりに留意
しつつ、地域課題を共有するための基礎データ等
を電子化し、積極的に公開することにより、区政や
地域課題に対する区民の関心を高めていきます。

「区の政策に区民の考えや意見が反
映されている」と思う区民の割合【％】 年間の「区民の声」PR回数【回】

（２）

○広報としまや区のホームページなどの基幹媒体
に加え、SNSなどを積極的に活用し、伝えたい相
手に最適な手段で情報提供できるよう戦略的に発
信します。
○新聞記事や報道番組等への掲載・放映を通じ
て、区の取組や魅力をタイムリーに区内外へ幅広
く発信・PRするため、社会的に注目度の高い事項
に関する区の取組を定例の区長記者会見やプレ
スリリースにより、積極的に報道機関に発信しま
す。

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 ５ 区民生活を支える双方向の情報コミュニケーション

部課名 政策経営部　区民相談課・広報課
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】

活動指標 ④

活動指標 ④

活動指標 ③ 1か月あたりの豊島区ホームページ訪問数
ホームページは、詳しい内容を区民に伝えることができる広報媒体であり、かつ、閲覧数などの
区民の動向を定期的に把握することが可能なため

所管課データ

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
同質問に「十分に伝わっている」と「ある程度伝わっている」と回答した区民
の割合

広報に対する区民の伝わり方が把握できる指標であるため

活動指標 ③ 年間の「区民の声」PR回数
単に「区民の声」をPRするだけでなく、声がどのように反映されたかをPRすることで、区政への
参画意識を高めることにつながるため

所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
協働のまちづくりに関する区民意識調査において、同質問に「反映されてい
る」「少しは反映されている」と回答した区民の割合

区民の声が区政に反映されているかどうかについて、区民がどのように感じているか把握でき
る指標であるため

協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ②

協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ②

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

680,506 687,311 694,184 新規

活動指標 ④

活動指標 ③
1か月あたりの豊島区ホームページ訪
問数

件 653,953 660,493 667,097 673,768

62.0 65.0 継続

成果指標 ②

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
「区政情報が伝わっている」と思う区民
の割合

％ 48.5 50.0 53.0 56.0 59.0

成果指標 ②

6 6 新規5 5 6 6

54.0 56.0 58.0 60.0 継続

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
「区の政策に区民の考えや意見が反映
されている」と思う区民の割合

％ 49.9 51.0 52.0

指標名
単
位

活動指標 ③ 年間の「区民の声」PR回数 回 3

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

新基本計画期間（2025-2029）
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検討中（指標設定チェックシート中の指標から選定予定）
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【１．取組の目標、取組方針と指標の対応関係】

① ③

② ④

① ③

② ④

取組の目標 取組方針
定量的評価 定性的評価

成果指標 活動指標
数値目標では捉えられない／
数値化できない評価の視点

指標設定チェックシート

施策名 ６ 地域の魅力と区民の誇りを高めるシティプロモーション

部課名 政策経営部　シティプロモーション課

「豊島区に住んでいることを誇りを感
じている」と思う区民の割合【％】

シティプロモーションにかかわるイベ
ント等の年間のプレスリリース数【件】

〇地域の魅力を国内外に広く
発信し、世界中から人を呼び込
み、地域に賑わいを創出する。
〇本区の認知度・イメージを向
上させ、区民等の誇りや愛着を
醸成する。

（１）

〇 地域の魅力を国内外に広く発信するため、従
来の広報活動の枠にとらわれることなく、短期間で
一挙に話題を広めることのできるSNSの活用や国
内外で開催される旅行博への出展などにより、こ
れまでに本区の情報が届いていなかった人々へ
のプ      ロモーション活動を充実させることで、世
界中から人を呼び込み、地域の賑わいを創出す
る。
〇 職員一人ひとりが、本区のプロモーション活動
を行う一員であるという認識のもと、広報部門ばか
りでなく職員個々の情報発信スキルを高め、各所
管が戦略的に情報を伝達することにより、これまで
の周知方法の枠にとらわれない、新たな発想によ
る街の魅力発信に取り組みます。

シティプロモーション課が発信する
SNSのフォロワー数【人】

シティプロモーション課が発信する
SNSの投稿数【回】

（２）

〇 地域で育まれてきた文化・伝統行事や本区が
これまで培ってきた芸術文化活動に加え、本区の
強みである「マンガ・アニメ」などを前面に打ち出
し、豊島区ならではの公民一体でのプロモーション
活動を展開するなど、豊島区のブランド力をさらに
磨き上げ、魅力を高めます。
〇 地域の文化・伝統行事などへの本区の独自性
や価値の認識を深めるとともに、積極的な区民参
加や、戦略的なプロモートやメディアを介した情報
発信の徹底に努め、本区が魅力と活力を兼ね備
えた自治体として評価されることにより、広く区民
の　「地域への愛着や誇り」を醸成し、さらに地域
を活性化していきます。
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【２．施策の効果を表す代表的な指標】 新基本計画期間（2025-2029）

2027 2028 2029 後期計画と同じ指標→継続
新計画で新規設定→新規

（左記、継続の指標のみ）
後期計画の施策番号・施策名実績値 目標値 目標値 目標値 目標値

2023 2024 2025 2026

1,000 1,500 2,000 2,500 新規

目標値 目標値

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ①
シティプロモーション課が発信するSNS
のフォロワー数

人 ― ― 500

指標名
単
位

活動指標 ③
シティプロモーション課が発信するSNS
の投稿数

回 ―

成果指標 ②

48 48 新規― 48 48 48

活動指標 ④

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
「豊島区に住んでいることを誇りを感じ
ている」と思う区民の割合

％ 60.4 ― 64.0 68.0 72.0 76.0 80.0 新規

成果指標 ②

6 6 6 新規

活動指標 ④

活動指標 ③
シティプロモーションにかかわるイベント
等の年間のプレスリリース数

件 ― ― 6 6

指標 指標の算出方法 指標の設定理由（施策目標との関係） 出典

取
組
方
針
（

２
）

成果指標 ①
協働のまちづくりに関する区民意識調査において、同質問に「誇りに感じて
いる」「やや誇りに感じている」と回答した区民の割合

区民であることを誇りに思うかどうかを把握できる指標であるため

活動指標 ③ シティプロモーション課が発信するSNSの年間投稿数 シティプロモーションにかかる情報発信量を表す指標であるため 所管課データ

取
組
方
針
（

１
）

成果指標 ① シティプロモーション課が発信するSNSのフォロワー数 本区のシティプロモーションにかかる情報発信に対する期待度を把握できる指標であるため 所管課データ

成果指標 ②

協働のまちづくりに関する区民
意識調査

成果指標 ②

活動指標 ④

活動指標 ③ シティプロモーションにかかわるイベント等の年間のプレスリリース数 シティプロモーションにかかわる活動量を表す指標であるため 所管課データ

活動指標 ④

41



 

42



43



 

44



45


